
自由民主党本部 青年組織規約 
自由民主党 組織運動本部 青年局 

 

第１章 総  則 

 

第１条   本青年組織は、都道府県支部連合会学

生部、青年部及び青年局を以て組織し、

組織運動本部青年局において管轄する。 

第２条   本青年組織を構成する各部員、局員は

次の各号によるものとする。 

１．学生部員は満１８歳以上の学籍のあ

る党員とする。 

２．青年部員は満１８歳から３５歳の党

員とする。 

３．青年局員は満３６歳から４５歳の党

員とする。 

第３条   本青年組織は、党の使命、綱領ならび

に政策に関し、建設的な意見の具申を行

い、かつ党の主義主張の浸透に努め、学

生ならびに青年党員の政治意識の高揚を

はかり、社会・文化の発展に貢献するこ

とを目的とする行動的組織体である。 

 

第２章 機  関 

 

第１節 党本部青年局長及び同次長 

第４条   党本部青年局長は、青年組織を代表し、

局務を統括し、同次長は部・局を担当し、

局長に事故があるとき、その職務を代行

する。 

 

第２節 中央常任委員会 

第５条  中央常任委員会は、党本部青年局長の

任命する中央常任委員を以て構成する。 

第６条   中央常任委員会は、本青年組織の運営

について審議決定し、かつその執行にあ

たる。 

第７条   中央常任委員会は、大会または青年部

長会議・青年局長会議の前に党本部青年

局長が招集する。但し、緊急を要すると

きは随時開催する。 

第８条   中央常任委員会は、次の各号の定める

ところによって選任する。 

１．都道府県支部連合会青年部及び青年

局による、それぞれのブロック会議に

おいて選出されたブロック代表各１

名。 

２．ブロック代表以外に党本部青年局長

が指名することのできる委員２名以

内。 

第９条   中央常任委員の任期は、次の各号の定

めるところによる。 

１．ブロック選出の中央常任委員の任期

については、青年部・青年局合同全国

大会より、翌年の青年部・青年局合同

全国大会までの１ヶ年とする。任期内

に欠員が生じ、補充選任された委員の

任期は、その残任期間とする。 

２．党本部青年局長指名の中央常任委員

及び中央常任委員会議長の任期につ

いては、任命した党本部青年局長の任

期と同一とする。ただし、重任を妨げ

ない。任期内に欠員が生じ、もしくは

議長が欠けた際は、新たに党本部青年

局長が指名する。 

第１０条  中央常任委員は、その任期が満了又は

終了した後でも、それぞれの手続を経て

後任者が決定するまでは、引き続きその

職にあるものとする。 

 

第３節 青年部大会及び青年局大会 

第１１条  青年部及び青年局大会は、それぞれ青

年部及び青年局の最高議決機関とし、都

道府県支部連合会ごとに選出された大会

代議員ならびに中央常任委員を以て構成

する。 

第１２条  青年部及び青年局大会は、それぞれ毎

年 1 回、党大会前に組織運動本部青年局

役員会議の議を経て、党本部青年局長が

招集する。 

但し、中央常任委員会において大会の

開催を決定したときは、その決定の日か



ら起算して１ヶ月以内に臨時青年部大会

及び青年局大会を招集すべきものとする。 

第１３条  大会の議長及び副議長は、そのつど、

大会において選出する。 

第１４条  大会は、構成員の２分の１以上の出席

者がなければ、会議を開くことができな

い。 

第１５条  大会の議事は、出席者の過半数で決し、

可否同数のときは議長の決するところに

よる。 

 

第４節 青年部長及び青年局長会議 

第１６条  青年部長及び青年局長会議は、それぞ

れ都道府県支部連合会青年部長及び青年

局長を以て構成する。 

第１７条  青年部長及び青年局長会議は、それぞ

れ青年部及び青年局の運営及び組織活動

ならびに政策に関し、重要な事項を審議

決定するものとする。特に緊急を要する

事項に関しては、青年部長及び青年局長

会議の決定を以て、それぞれ青年部及び

青年局大会の議決に代えることができる。 

但し、青年部及び青年局大会の議決に

代る場合は、構成員の３分の２以上の出

席がなければ、審議決定することはでき

ない。 

第１８条  青年部及び青年局大会の議決に代わる、

青年部長及び青年局長会議の議決は、そ

れぞれ次の青年部及び青年局大会に報告

し、その承認を受けなければならない。 

第１９条  青年部長及び青年局長会議の議事は、

出席者の過半数で決し、可否同数のとき

は議長の決するところによる。 

第２０条  大規模災害等の非常時に、一つの場所

に参集して実施することが困難な場合に

は、全員または一部構成員がオンライン

形式及び電話会議形式等により出席して

開催することができる。 

第２１条  非常時の対応のために欠席する構成員

は、中央常任委員会議長に議決権を委任

することができる。 

第５節 ブロック会議 

第２２条  各ブロックの共通の課題を討議し、な

らびに都道府県支部連合会青年部及び青

年局相互の交流をはかるため、都道府県

支部連合会青年部及び青年局代表を以て、

それぞれ青年部及び青年局ブロック会議

を開催する。 

第２３条  ブロック会議の構成は次の通りとする。

北海道、東北、北関東、南関東、東京、

北陸信越、東海、近畿、中国、四国、九

州。 

ブロック間の協議により合意が得られ

れば、ブロック会議を合同で開催するこ

とができる。 

 

第３章 賞  罰 

 

第２４条  賞罰に関しては、本部党則第１４章賞

罰の条項に準拠する。 

 

第４章 規約の改正 

 

第２５条  本規約は、青年部大会及び青年局大会

又は大会に代わる青年部長会議及び青年

局長会議の承認を得なければ、改廃する

ことはできない。 

 

附  則 

第２６条  学生部規約は別途定めるものとする。 

第２７条  本規約は平成１０年１月１５日より実

施する（平成１３年要部修正）（令和２年

修正）。 

 


